
重科2l  

2－（2〃－1，2，3－ベンゾトリアゾールー2－イル）   

－4，6－ジーf‘，′・才一プチルフェノールに関する  

調査報告書   



2－（2〟－1．2，3一ベンゾトリアゾールー2－イル）－4．  
6－ジーfl，／・f一プチルフェノールについて  

2－（2〃－1，2，3－ベンゾトリアゾールー2－イル）－4，  
6－ジーf（ヲ／・f一プチルフェノール（別添1参照）は、既存化学  
物質であり、経済産業省が実施した既存化学物質の点検結果から、  
化学的変化を生じにくく（難分解性）、かつ、生物の体内に蓄積され  
やすい（高蓄積性）という性状を有することが判明したため、平成  
16年9月に第一種監視化学物質として指定されている。  

さらに、厚生労働省が実施した既存化学物質の点検から新たに得  
られた毒性に関する知見等に基づき、継続的に摂取される場合には、  
人の健康を損なうおそれ（長期毒性）があるかどうかについて評価  
検討を行ったところ、下記のとおりであった。  

これらの結果から、2－（2〃－1，2，3－ベンゾトリアゾー  
ルー2－イル）一4，6一ジーf（ヲ′・f－プチルフェノールについ  
ては、化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（昭和48年  
法律第117号）第2条第2項に該当する第一種特定化学物質とし  
て政令で定めることが適当であると考えられる。  

記  

1．人への長期毒性等について   
別添2のとおり、第一種特定化学物質に相当する長期毒性を有す  

るものと考えられる。   
なお、鳥類の繁殖に及ぼす影響に関して、別添3のとおり報告さ  

れている。  

（参考）別添4参照  

分解性   難分解性である。  
【試験結果の概要】  

BODによる平均分解度 0％ （1，0，0）  

HPLCによる平均分解度 0％ （0．0．1）  

蓄積性   高蓄積性である。  

【試験結果の概要】  

BCF（第1濃度区）：365～2250倍  

BCF（第2濃度区）：1380～8180倍  

BCF（第3濃度区）：2960～10000倍  
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